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病院と診療所の連携を深め  必要な患者に必要な医療を

　

今
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
が
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
が
原
因

で
起
き
る
子
宮
頸
が
ん

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

予
防
で
き
る
唯
一
の
が

ん
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
接
種
は
３
回

必
要
で
、
費
用
は
１
人

当
た
り
４
万
〜
６
万
も

か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

接
種
費
用
の
全
額
助
成

を
打
ち
出
す
自
治
体
も

出
始
め
、
大
田
原
市
で

は
全
額
助
成
の
集
団
接

種
を
、
５
月
に
全
国
で

初
め
て
実
施
し
ま
す
。

し
か
し
、
県
内
で
は
ほ

か
に
３
市
町
が
助
成
を

す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
が
ん
予
防
に
、

地
域
に
よ
る
負
担
格
差

が
出
る
こ
と
は
望
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク

チ
ン
と
定
期
的
な
が
ん

検
診
で
、
子
宮
頸
が
ん

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
防
げ

る
そ
う
で
す
。
接
種
率

向
上
の
た
め
に
も
、
足

利
市
は
費
用
の
助
成
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

救
急
医
療
の
コ
ン
ビ
ニ

化
・
大
病
院
志
向

病
診
連
携・病
病
連
携

の
重
要
性

新足利日赤病院はこうなります

　

両
毛
広
域
圏
と
は
、
栃

木
県
の
足
利
市
・
佐
野
市
、

群
馬
県
の
桐
生
市
・
太
田

市
・
館
林
市
・
み
ど
り
市
・

板
倉
町
・
千
代
田
町
・
明

和
町
・
邑
楽
町
・
大
泉
町

を
指
し
、古
く
か
ら
文
化
・

生
活
圏
を
と
も
に
し
て
い

ま
す
。
両
毛
広
域
圏
に
お

け
る
救
急
医
療
体
制
に
お

い
て
は
、
足
利
市
救
急
救

命
セ
ン
タ
ー
が
唯
一
、
生

命
に
か
か
わ
る
高
度
な
診

療
機
能
を
備
え
る
、
三
次

救
急
医
療
体
制
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
救
急
車
受
け
入
れ

の
約
１
割
が
、
桐
生
、
太

田
、
館
林
の
消
防
本
部
か

ら
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
高
機
能
化
さ
れ
る

新
足
利
赤
十
字
病
院
の
開

院
と
、
北
関
東
自
動
車
道

の
全
線
開
通
、
各
県
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
等
に
よ

り
、
両
毛
広
域
圏
は
も
ち

ろ
ん
、
域
外
か
ら
の
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
が
増
加

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　救命救急病棟、回復期リハ病棟、結核病棟、精神科
病棟、小児科病棟以外は、全室個室となります。個室
のメリットは下記のように様々あります。入院費用が
高くなるのでは、と心配される方もいますが、無料の
個室も多く存在します。それは、室料を徴収する部屋
数は、施設基準により総ベッド数の5割以下と決めら
れているからです。なお、無料の病室を希望したにも
かかわらず、空いていない場合は個室でも無料となり
ます。患者の負担を抑えつつ、より良い治療を受けら
れる個室化は、我々が提案する“市民のため医療政策”
に合致するものと言えます。また、さらに無料個室を
増やすよう働きかけていきます。

　

本
県
の
救
急
搬
送
数
は
平
成
８

年
の
約
４
万
２
千
人
か
ら
平
成
18

年
に
は
約
６
万
４
千
人
と
、
こ
の

10
年
間
で
約
２
万
２
千
人
、
53
％

増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
救

急
患
者
の
８
割
以
上
が
軽
症
患
者

で
あ
り
、
ま
さ
に
救
急
医
療
の
コ

ン
ビ
ニ
化
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
に
よ
り
勤
務
医
や
看
護
師
は

大
き
な
負
担
で
疲
弊
し
、
一
般
患

者
は
「
３
時
間
待
っ
て
３
分
間
の

診
療
」
を
嘆
き
、
も
は
や
限
界
と

の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。二
次
・

三
次
救
急
を
担
う
地
域
の
中
核
病

院
の
疲
弊
に
よ
っ
て
、
本
来
果
た

す
べ
き
重
症
・
重
篤
患
者
へ
の
対

応
に
支
障
が
生
じ
て
き
て
お
り
、

救
急
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
と
い
え
ま
す
。

　

特
殊
な
医
療
を
除
く
一
般
の
医

療
（
風
邪
や
下
痢
、
生
活
習
慣
病

な
ど
）
や
、
健
康
相
談
は
近
所
の

診
療
所
・
開
業
医
（
か
か
り
つ
け

医
）
が
担
い
、
手
術
や
入
院
の
必

要
な
医
療
は
病
院
が
担
う
な
ど
診

療
を
分
担
す
る
と
と
も
に
、
診
療

所
と
病
院
の
連
携
を
深
め
、
必
要

な
患
者
に
必
要
な
医
療
を
施
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は

地
域
の
医
師
会
と
中
核
病
院
等
が

日
ご
ろ
か
ら
相
互
に
医
療
機
能
な

ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、

日
赤
と
か
か
り
つ
け
医
・
日
赤
と

他
の
病
院
な
ど
の
連
携
協
力
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
患
者
側

も
こ
れ
ら
医
療
機
能
の
連
携
を
理

解
し
た
う
え
で
、
受
診
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

毛 広 域 圏 の
救 急 医 療
両
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診療所
（かかりつけ医院）

地球環境を守るために再生紙を使用しています。
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【新病院の基本設計イメージ図】

▲足利市ホームページより引用

一般の治療・健康相談・病院
での検査、入院後の通院

検査・高度医療・入院

●院内感染の予防が期待でき、プライバシーも保たれます。
●対人関係、消灯時間や面会時間の制限、セキュリティ、
　男女同室を避ける部屋移動なども個室化により解決可能
　となります。

●院内感染の予防が期待でき、プライバシーも保たれます。
●対人関係、消灯時間や面会時間の制限、セキュリティ、
　男女同室を避ける部屋移動なども個室化により解決可能
　となります。

個室化のメリット


